
外来機能報告のスケジュール（案）
○医療機関からの外来機能報告について、病床機能報告と一体的に報告を行い、年度内に地域
の協議の場における協議が行えるよう、以下のようなスケジュールを検討してはどうか。
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外来機能報告のスケジュール（案）

4月～ ・対象医療機関の抽出（※）
・NDBデータ（前年度4月～3月）を対象医療機関別に集計

9月
・対象医療機関に外来機能報告の依頼
・報告用ウェブサイトの開設
・対象医療機関にNDBデータの提供

10月 ・対象医療機関からの報告（10/31報告期限）

12月 ・10/31までに報告され、データ不備のないものについて、集計とりまとめ
・都道府県に集計とりまとめを提供

1～3月
・地域の協議の場における協議
・都道府県による｢医療資源を重点的に活用する外来を地域で基幹的に担う医療機関｣の公表
・都道府県に集計結果の提供

（※）無床診療所の中にも、高額な医療機器等による検査を集中的に実施しているものもあり、そのような無床診療所につい
ては、画像センターなどのケースを除いた上で、対象医療機関に含めることとしてはどうか。具体的には、円滑な事務手
続のため、R３年度中に、該当する医療機関に外来機能報告を行うか否かの意向を確認した上で、意向有りとした無床診
療所について、対象医療機関に含めることとする。



外来機能報告の報告項目（案）①
（1）医療資源を重点的に活用する外来の実施状況
①医療資源を重点的に活用する外来の実施状況の概況〔NDBで把握できる項目〕
・医療資源を重点的に活用する外来の類型ごとの実施状況を報告
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②医療資源を重点的に活用する外来の実施状況の詳細〔NDBで把握できる項目〕
・医療資源を重点的に活用する外来のうち、主な項目の実施状況を報告
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外来機能報告の報告項目（案）②
（2）医療資源を重点的に活用する外来を地域で基幹的に担う医療機関｣となる意向の有無
① ｢医療資源を重点的に活用する外来を地域で基幹的に担う医療機関｣となる意向の有無〔NDBで把握できない項

目〕
・国の基準を踏まえ、｢医療資源を重点的に活用する外来を地域で基幹的に担う医療機関｣となる意向の有無を報告
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（3）地域の外来機能の明確化・連携の推進のために必要なその他の事項
①その他の外来・在宅医療・地域連携の実施状況〔NDBで把握できる項目〕
・地域の外来機能の明確化・連携の推進のために必要な外来・在宅医療・地域連携の実施状況を報告

②救急医療の実施状況〔NDBで把握できる項目〕
・地域の外来機能の明確化・連携の推進のために必要な外来・在宅医療・地域連携の実施状況を報告
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外来機能報告の報告項目（案）③
③ 紹介・逆紹介の状況（紹介率・逆紹介率）〔NDBで把握できない項目〕
・紹介率・逆紹介率を報告（初診患者数、紹介患者数、逆紹介患者数）
※紹介率・逆紹介率の定義は、地域医療支援病院における定義、特定機能病院における定義を踏まえて検討す
る必要
・紹介率････例：他の病院･診療所から紹介状により紹介された者の数／救急搬送患者を除き、初診があった患者の数
・逆紹介率･･･例：他の病院･診療所に紹介した者の数／救急搬送患者を除き、初診があった患者の数
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⑤高額等の医療機器・設備の保有状況〔病床機能報告で把握できる項目〕（病床機能報告で報告する場合、省略可）
・マルチスライスCT（64列以上、16列～64列、16列未満）、その他のCT、MRI（3テスラ以上、1.5～3テス
ラ未満、1.5テスラ未満）、血管連続撮影装置（DSA法を行う装置）、SPECT、PET、PETCT、PETMRI、ガン
マナイフ、サイバーナイフ、強度変調放射線治療器、遠隔操作式密封小線源治療装置、内視鏡手術用支
援機器（ダヴィンチ）の台数を報告
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④ 外来における人材の配置状況〔専門看護師・認定看護師・特定行為研修修了看護師を除き、病床機能報
告で把握できる項目〕（病床機能報告で報告する場合、重複項目は省略可〕
・医師について、施設全体の職員数を報告
・看護師、専門看護師・認定看護師・特定行為研修修了看護師、准看護師、看護補助者、助産師、理学療法士、

作業療法士、言語聴覚士、薬剤師、臨床工学技士、管理栄養士について、外来部門の職員数を報告
※勤務時間の概ね8割以上を外来部門で勤務する職員を計上。複数の部門で業務を行い、各部門での勤務が通常の勤務時間の8割未満
となる場合は、外来部門の職員として計上（病床機能報告と同様の計上方法）
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